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紀北孔3
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割れ目帯区分 変質分布
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34.00-39.00 

30.00-32.00 

50.00-52.00 

64.00-79.00

85.00-87.00

100.00-103.00

118.00-120.00

【コア状況】

・180-200mのコアは、中粒花崗斑岩と火砕岩で石英・アプライト脈を含む。孔1の130-150m間の延長部と見られる。鉱物脈周囲で白色変質、断層帯で黄白色変質が卓越。192.8-193.5m間は膨潤性粘土で孔壁に押出し。

【検層結果の解釈】

・キャリパー検層データ（拡掘後）は、割れ目位置と風化で脆弱化して孔径拡大した範囲を示す。25-40mは高角割れ目に追随した風化部、40-50mは低角割れ目区間、その他は変質を伴う高角断層帯を想定。

・電気検層データは、岩盤＋地下水の見かけ比抵抗の変化を示す。割れ目帯・変質帯に対応する低比抵抗部が明瞭である。

・SP検層データは、地下水溶存成分の増加あるいは地下水流動による電位の上昇を示す。地下水流動による上昇と思われる変化が、65-80m・145-155m・175-200mに認められる。

・温度検層データは、地下水の流出入位置を示す。温度変化はほぼ一様で、地下水の流出入箇所は不明瞭である。

132.00-136.00

140.00-157.00

174.00-182.10

191.40-195.77

23.88-28.80

18.60-20.10
15.00-18.60

32.00-34.38

37.65-41.00

紀北海山観測井-孔2の地質検層柱状図 (0.00-204.00m) 

紀北海山観測井-孔3の地質検層柱状図 (0.00-41.00m)

凡　　例

(2) 熊野酸性岩類

粗粒花崗斑岩

細粒花崗閃緑斑岩

包有岩片（>10cm）

破砕細粒花崗斑岩～火砕岩

中粒花崗斑岩

1. 岩　相

(1) 表層堆積物

盛土および段丘堆積物


